






The Changes and Problems of Commercial Activities in terms of the Questionnaire Survey
in Omote-cho as the Central Shopping Street in Okayama City
Jing HAN ＊ and Fumikazu ICHIMINAMI ＊＊
The present study mainly studied some properties of retail stores on the central shopping streets in
Okayama City while looking back on the transition of the commerce. Second, we investigated the actual
conditions of most retail stores in Omote-cho in terms of the questionnaire survey. Third, we considered
the problems and measures on retail stores, a little. The charm of the central shopping streets has decreased
relatively in Okayama City due to the advancement of a large-scale stores and the location competition of
convenience stores. The number of empty stores has increased and the amount of the pedestrian traffic, the
value of sales, and the number of retail stores have shown the decreasing tendency in eight commercial blocs
in Omote-cho. Therefore, the unique features in Omote-cho should be polished while esteeming the history
and the culture. The charm and/or the atmosphere of traditional commercial blocs is requested to be created
while sending new informations that continue to create young person's fashion and culture.
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所属商店街 空き店舗数 配 布 数 有 効 回 答 数 有 効 回 答 率
上 之 町 ５ 47 35 74.5 ％
中 之 町 １ 64 41 64.1 ％
下 之 町 ３ 45 33 73.3 ％
栄 町 ４ 41 31 75.6 ％
紙 屋 町 ７ 28 20 71.4 ％
新西大寺町 ６ 36 23 63.9 ％
西 大 寺 町 ９ 29 19 65.5 ％
千 日 前 17 13 ７ 53.8 ％












商店街は、栄 町、上 之 町、下 之 町、紙 屋 町であり、
























































店舗の概況 １．所属商店街、資本形態 ２．経営者の年代、性別、後継者の有無 ３．従業者数 ４．営業年数
５．店舗の状況（売り場面積、利用状況、所有形態、開店・閉店時間、休日）
経営の状況 ６．年間売上高 ７．中心客層 ８．来店客の動向（来店客数、客単価、買上品数、観光客数）
９.売上高の見通し 10.現在困っていること 11.経営方針（売場面積、店舗改装、店舗数、商品構成、
従業員数、販売方法、販売促進、営業時間、業種・業態）




























































































































































































































































































































































































機 械 器 具
自 動 車・自
転 車
飲 食 料 品
織物・衣服・身
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年 次 大型小売店舗の面積（指数） 大型小売店舗面積の比率 小売業の店舗面積（指数）
1979年 179,513 ｍ
２
（ 100 ） 34.9 ％ 514,385 ｍ
２
（ 100 ）
1982年 204,510 （ 114 ） 35.7 573,310 （ 111 ）
1985年 235,452 （ 131 ） 44.2 532,981 （ 104 ）
1988年 246,707 （ 137 ） 43.3 569,746 （ 111 ）
1991年 276,003 （ 154 ） 40.9 674,970 （ 131 ）
1994年 326,022 （ 182 ） 42.6 765,916 （ 149 ）
1997年 403,462 （ 225 ） 54.0 747,044 （ 145 ）
1999年 453,499 （ 253 ） 54.9 825,895 （ 161 ）







































































































































































































































































































































138 142 134 154 139 147
134 138 144 135 117 107
153 152 133 130 121 92 88





















































































































707 735 693 866 649 717 864




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2002年 (N=246) 2008年 (N=174)
決まっている 30％ 37店 21％
現在検討中 35％ 58店 33％





























































2002年 ( N = 255 )



































構 成 割 合 （ ％ ）
2002年 （ N = 247 ）
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2002年 （ N = 255 ）














店舗の所有形態の構成比率 （ ％ ）
2002年 （ N = 256 ）
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2002年 （ N = 256 ）
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図 28 経営者からみた表町商店街の課題（N=201） アンケート調査より作成
表５ 経営者からみた表町商店街の問題点の比較
2002年 （ N = 235 ） 順 位 2008年 （ N = 201 ）
空き店舗、非店舗が増加 54.0 ％ １ 空き店舗、非店舗が増加 55.2 ％
商圏人口の減少 39.1 ％ ２ 商圏人口の減少 33.8 ％






















































































































































































































































































図 29 現在、経営者が困っている課題（N=192） アンケート調査より作成
表６ 個店の経営者が困っている課題の比較
2002年（ N = 232 ） 順 位 2008年 ( N = 192 )
立地条件の悪化 29.6 ％ １ 立地条件の悪化 33.9 ％
大型店舗の影響 29.1 ％ ２ 集客のための企画不足 19.3 ％
駐 車 場 の 不 足 27.4 ％ ３ 経 費 の 上 昇 16.1 ％
経 費 の 上 昇 23.8 ％ 4 駐 車 場 の 不 足 14.1 ％
価格競争の激化 21.9 ％ 5 （4） 大型店舗の影響 14.1 ％
2002年と2008年の調査により作成




























































































































































































































































































































































































順位 2002年 （ N = 239 ） 2008年 （ N = 189 ）
１ バス路線の整備など交通網を整備する 36 ％ 業種構成を見直し、空き店舗の解消を図る 45.5 ％
２ 地域を再開発し、近代的な商業地にする 29.7 ％ 地域を再開発し、近代的な商業地にする 31.7 ％
３ 街路灯、アーケード、カラー舗装などを整備して明 個店レベルの質的向上 30.2 ％
るい快適な商店街にする 26.4 ％
４ 業種構成を見直し、空き店舗の解消を図る 各種のイベントを実施し活気がある商業地にする
25.1 ％ 29.1 ％
５ 駐車場の確保と拡充 22.6 ％ 商店街委員の若返り 20.1 ％
2002年と2008年の調査により作成
表８ 表町商店街の課題と活性化対策
表 町 商 店 街 の 課 題 表 町 商 店 街・地 域 の 活 性 化 対 策
空き店舗、非店舗の増加 業種構成を見直し、空き店舗の解消を図る
立 地 条 件 の 悪 化 地域を再開発し、近代的な商業地にする
商 圏 人 口 の 減 少 各種のイベントを実施し活気がある商業地にする
大 型 店 舗 の 影 響
集客のための企画不足 個 店 レ ベ ル の 質 的 向 上
経 費 の 上 昇
個性的な店舗の少なさ
経 営 者 の 高 齢 化 商店街委員の若返りを図る






























































































































図 32 経営者からみた空き店舗対策（ N = 186 ） アンケート調査より作成
表 ９ 空き店舗問題の対策の比較
順 位 2002年 ( N = 225 ) 2008年 ( N = 186 )
１ 商店街に必要な業種の導入 56.4％ 商店街に必要な業種の導入 55.9％
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